
７ 芸術（美術） 

学校番号 303 

令和２年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高校美術 3」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・美術Ⅰ、Ⅱの学習を基礎にして美術の諸能力を高める学習をします。見たものや想像したこと、

感じ取ったことを平面や立体で表現します。創造的な美術の諸活動を通して、様々なものや思

いを豊かに表現しましょう。 

・美術作品や制作後の観賞会を通して視野を広げ、鑑賞する力を伸ばしましょう。 

・生涯学習としての美術に向けて様々な美的体験に取り組みましょう。 

２ 学習の到達目標 

美術の創造的な諸活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情と美術

文化を尊重する態度を育てるとともに、感性と美意識を磨き、個性豊かな美術の能力を高める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の

喜びを味わい、多様

な表現方法や美術

文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグルー

プワークの様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

【鑑賞】【絵画・彫刻】 

・オリエンテーション 

教科書等を鑑賞し、多

様な表現形式につい

て学び、「美術Ⅲ」の

学習イメージを持つ。 

・色鉛筆彩色 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:美術の多様な表現に関心を持ち、こ

れからの学習に意欲を高めている。 

d:美術作品などのよさや美しさを感

じ取り、美術の働きや文化ついての

理解を深めている。 

b:対象の絵を見つめて、特徴をつか

み、配色構成などを工夫している。 

c:鉛筆の特性を生かして表現してい

る。 

 

学習活動の

様子 

 

制作の様子 

作品 

ス
ト
ロ
ー
ア
ー
ト 

 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・アイデアスケッチ 

 動物のスケッチをする。 

台紙のなかの配置構図、

背景の色を考える。 

・基底材（イラストボード）

にスケッチを写す 

・ストローを短くカットし、

スケッチの上に立てては

りつける。（2 次元→３次

元） 

・相互鑑賞 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:素材の特徴を考えて構想を練った

り、表現したりしようとしている。 

b:背景の色や台紙に対する動物の配

置、構図など創造的な表現の構想を

練っている。 

c:素材を生かし表現方法を工夫して、

2 次元から 3 次元に変化することを

想像し条件や計画を基に表現して

いる。 

ｄ：自他の作品を鑑賞して個性やよさ

を感じとり深めている。 

アイデアス

ケッチ 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

ワークシート 

ス
テ
ン
シ
ル
う
ち
わ 

 
【デザイン】【鑑賞】 

・様々なうちわの鑑賞 

・アイデアスケッチ 

ステンシルの柄を考える 

・制作 

 うちわに自作のステン

シルシートの柄をつけ

ていく 

・鑑賞会 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a:デザインの目的や機能や用途など

を考えて表現することに関心を持

ち、表現や鑑賞の活動に主体的に取

り組もうとしている。 

b:デザインの目的、機能、美しさなど

から主題を生成し、描画材や表基底

材の特性、形や色彩などの働きを考

えて表現の構想を練っている。 

c:材料や用具の特性を理解し、目的や

計画を基に豊かに表現している。 

d:作者の意図や表現の工夫、よさや美

しさなどを感じ取り、作品などつい

て理解を深めている 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

鑑賞活動の

様子 

鑑賞ワーク

シート 

作品 



２
学
期 

２
学
期 

様
々
な
美
術
作
品
を
見
て
み
よ
う 

【鑑賞】 

・日本や諸外国の絵画彫

刻などの作品から、１

作品選び、表現の特

徴や工夫について考

える 

・作品について調べる。 

・鑑賞シートを制作する。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

a:美術の表現の特質に関心を持ち、日

本及び諸外国の美術の違いや共通

点について理解しようとしている。 

d:美術の表現の特質や様式、主題や表

現方法、文化背景等の美術文化につ

いて理解を深めている。 

ワークシート 

鑑賞活動の

様子 

内容 

 

文
化
祭
ポ
ス
タ
ー 

文
化
祭 

【デザイン】【鑑賞】 

・アイデアスケッチ 

・制作 

  文化祭ポスターとして

よりよいテーマ、デザ

インを考えて制作す

る 

  ・相互鑑賞 

  

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:表現することに関心を持ち、表現や

鑑賞の活動に主体的に取り組もう

としている。 

b:目的、伝え方を想像してデザインし

ている。 

c:用具や素材の特性を生かし、表現方

法を工夫してていねいに制作して

いる。 

d:よさや美しさ、表現の工夫などを感

じ取り、作品について理解を深めて

いる。 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞ワーク

シート 

 

作品 

篆
刻
づ
く
り 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・ハンコからイメージして 

テーマを決めて形を

考える。 

・制作 

『高麗石』を、篆刻刀

で削りだして、オリ

ジナルのハンコを作

る。判面のみでなく、

持ち手のデザインも

自分で行う。 

・完成したハンコを紙の

端にずらして押していき

簡易的な動画（パラパラ

漫画）をつくってみる。 

 

・相互鑑賞 

  

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

a:自分を見つめ表現することに関心

をもち、表現や鑑賞の活動に主体的

に取り組もうとしている。 

b:テーマを生成し、工夫して構想を練

っている。 

c:石の特性を生かして表現方法工夫

している。ていねいに計画的に制作

している。 

d:作品の主題や作者の表現意図、効果

的な表現の工夫などを読み取り、作

品や作者について理解している。 

 

 

制作の様子 

 

アイデアス

ケッチ 

制作途中の

作品 

 

 

 

鑑賞活動の

様子内容 

 



３
学
期 

３
学
期 

水
墨
画 

 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・テーマを基に構図や構

想を練る。 

構想を基に自分の表現

意図に合う表現方法を

工夫する。 

・  約１ｍ５０ｃｍ

の長半紙に自分の

好きな絵を描き、

オリジナル掛け軸

を作る。 

・ 書き上がった物に

はサインし､2 学期

に作った篆刻を押

す。 

 

・作者の創造的な表現の

工夫などを感じ取り、

理解する。 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:意欲的に表現や鑑賞の活動に主体

的に取り組もうとしている。 

b:表現方法の特性を生かして、構成な

どを工夫して創造的な表現の構想

を練っている。 

c: 様々な表現をためして意図した完成

図につなげる。創意工夫をこらして

制作している。 

d:他の生徒の作品などのよさや美し

さ、表現の工夫などを感じ取り、作

品について理解を深めている。 

 

 

 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞活動の

様子内容 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 


